
F·概要　遠くにいる多数のユーザたちとコンテンツをシーム
レスに共有するための新しい手法を開発した．各ユーザはコン
テンツに情報を自由に書込むことができ，書込まれた情報は，
他のユーザの持つレプリカ上にコンマ数秒以内に反映される． 
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◎ 背景と研究目的 
 多数のユーザによって頻繁に更新できる共有コンテンツを
P2P技術を用いて実現したい 
 

（応用例） 
 共同編集システム 
 災害時の掲示板 
 臨時フォーラム 
 遠隔筆談システム 

 
 
 
 

◎ どうやって解決する？ 
 

! ! フラッディング(push/pull, IRM) 
　→ 無駄なメッセージが多すぎる 
! ! 単純な木構造 
　→ ノードの離脱に耐性がない 
! ! レプリカノードから構成される分散ハッシュテーブル
(DHT)から木構造を動的に抽出(SCOPE, Liらの手法) 
　→ 高いメンテナンスコスト(木構造の抽出にO(log2N)時間) 

 
 

◎ 提案方式 
 

　共有ファイルごとに静的につくった木構造を用いて更新情報
を伝播する．ただし， 
 

 ! ! 根ノードは特定のノードに固定しない．ファイル名から根
ノードへの写像はDHT上に分散的に格納し，取得した根ノー
ドのアドレスはキャッシュ上に保存． 
 

 ! ! レプリカノードをネットワーク距離の近さによってクラス
タリングし，各クラスタごとに平衡化された部分木を構成． 
 

 ! ! 根ノードを含む部分木と各部分木の根を結ぶリンクのみが
伝播経路上のネットワーク距離の長いリンクとなる． 
 

 ! ! 親ノードの離脱に備え，祖先ノードのリストを保持．また
根ノードの離脱に備え，バックアップ用のシャドウを用意． 
 
 
 
特定のノードに負担をかけることなく，ほぼ最適な更新伝播遅
延を実現．また単純な木構造ベースの手法に比べ，ノードの離
脱に対する耐性も大幅にアップ． 

整合性維持問題 
各ノードがもつ共有コンテンツのレプリカは，他ノードがお
こなったすべての更新を正しく反映しなくてはならない 

◎ 今後の展開 
　タブレットやスマホなどから共有ファイルへのアクセスや更
新ができるプロトタイプシステムを作成し，遅延時間の評価を
含めた動作確認をおこなう．また共同編集システムや手書き情
報共有などのアプリケーションを作成し，順次公開していく． 
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◎ シミュレーション結果(5000ノード) 
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